
人としての在り方・生き方を常に考え、自主的精神に満ちた人間の育成

ア　安全・安心で規律ある学校づくり

イ　基礎学力を身につけ、学び続ける意欲・態度を醸成する学校づくり

ウ　美しい学習環境のもと、明るく活気ある学校づくり

エ　地域社会に開かれ、地域に貢献する学校づくり

評議員
10月 2月 評価

「夢高ドリームニュース」を定期的に発行し、地元の中学校や地域に配付している。 3.7 3.8

ホームページの更新を迅速に行い、学校生活の様子を伝えている。 3.9 3.9

外部意見の聴取 １学期、3学期に実施する評議委員会にて意見聴取を行い、学校経営に活かしている。 3.2 3.4

毎朝立ち番指導を行い、身だしなみや挨拶など社会人として必要な言動を身に付けさせている。 3.4 3.4

交通安全教育を通して交通ルールの遵守と命を守る意識を高めている。 3.3 3.4

面談および年6回の生活アンケートを実施し、生徒の内面理解を図っている。 3.6 3.6

年度当初及び各学期毎に生徒の情報を共有して、組織的な指導を行っている。 3.3 3.5

進路指導体制 進路指導が、職員間の連携を密にしながら円滑かつ組織的に展開されている。 3.3 3.2

定期的な進路ガイダンスや講演会の実施を通して、進路意識の高揚を図っている。 3.6 3.6

就職希望者のインターンシップ参加や進学希望者のオープンキャンパス参加に加え、定期的な面談
を通して、職業観や進学意識を育てている。

3.6 3.7

実践的指導力 生徒や授業公開による授業評価を授業改善に生かしている。 3.2 3.2

計画的な研修 学校や教育に関する諸課題について、校内研修を計画的に実施している。 3.1 2.9

危機管理体制
の整備

防災体制
年度当初に警備および防災計画の見直しを行い、また危機管理マニュアルを必要に応じて改訂して
いる。

3.3 3.2

３学年
進路目標達成のために主体的に学習に励み、進路実現に向けて努力する生徒の育成に努めている。
最高学年としての自覚を持ち、学校や社会に貢献する姿勢を持った生徒の育成に努めている。

3.5 3.4

校務分掌 各分掌や学年が相互に協力し合って全ての重点目標の達成に向けて前向きに取り組んでいる。 3.1 3.4

わかる授業をねらいとして、授業づくりの工夫を行っている。 3.3 3.5

週末課題の設定など、生徒に学習習慣を定着させるようにしている。 3.3 3.4

評価の工夫 評価について教科会議等で意見交換を行うなど、基準や方法を工夫している。 3.2 3.2

指導方法の工夫 習熟度別や少人数制、ICT機器の活用など、授業形態を工夫している。 3.5 3.5

読書活動の推進 図書館の利用促進やビブリオバトルなど、生徒の読書活動を活性化させている。 3.1 2.8

主体的な活動 講演会を企画・実施し、部活動や生徒会活動の活性化を図り、生徒の主体性を育んでいる。 3.1 2.9

学校行事
卒業式、各学期ごとの始業式、終業式において節度を持って臨ませ、行事を円滑かつ安全に実施し
ている。

3.5 3.6

体験活動
地域との交流や異年齢交流、台湾とのオンライン交流等を通して、生徒の視野の拡大やコミュニ
ケーション力の向上を図っている。

3.5 3.5

防災教育 防災訓練
９月に地震対策のシェイクアウト訓練、12月に防火避難訓練をそれぞれ実施し、防災意識を高めて
いる。

3.5 3.5

安全教育
教職員の
意識と技術

定期的な安全点検および学校薬剤師と連携した環境衛生検査の実施を行い、安全な教育環境を整え
ている。
心肺蘇生法講習会を実施し、職員のAED活用力を高めている。

3.5 3.6

人権教育 組織的な指導 ３月に人権映画鑑賞会を実施し、人権意識の高揚を図っている。 3.5 3.6

情報教育 情報モラル
講演会を実施してSNSなどのIT技術を活用する上での影響や危険性について理解させ、モラルと意識
を高めている。

3.4 3.6

健康教育 健康への関心
健康課題のある生徒に対して、各部・各学年と連携した生徒支援に取り組んでいる。
ほけんだよりを発行し、健康に関しての最新の情報を発信している。

3.5 3.6

特別支援教育 生徒の理解
カウンセリングマインド研修を実施し、生徒の内面の理解に基づいた対応につながるよう教職員の
生徒指導上の資質の向上を図っている。

3.5 3.5

主権者教育 主体的な活動 講演会などを通じて生徒会や学級活動を活性化させ、生徒の自立意識を高めている。 3.3 3.4

清掃指導 校内美化 生徒会活動を活性化することで、生徒自らが学習環境を美しくする意識を高めている。 2.8 2.9

教育目標

教育方針

重点目標

ア　異年齢・異文化交流や体験活動を通して、互いに尊重し合う意識や自己有用感を高め、地域に主体的に関わる態度を育む。

イ　海外姉妹校「嘉義県立永慶高級中学」（台湾）等との連携や交流を積極的に進め、生徒のコミュニケーション能力を高め、異なる文化や価値観への
理解に繋げる。また、それらの体験を自国や自らを振り返る契機とすることで、多様性が加速する現代社会への対応力を高める。

ウ　地域の方々や地元自治会、施設等との連携を密にし、地域に開かれた、地域と協働して教育活動を展開する学校づくりを推進する。

エ　発展的統合対象の県立福崎高等学校との連携や協力を積極的に進め、交流活動等を通して自己有用感を高め、共通の目標のために他者と協調する力
を高める。

オ　全ての教職員が教育目標や課題を共有した上で、協働して教育活動を展開し、生徒一人一人を育てる学校づくりを進める。

評価の基準　４：よくできている　　３：できている　　２：あまりできていない　　１：できていない

領域 評価の観点 評価項目 評価内容
職員自己評価

令和7年度　学校関係者評価

学校経営全般

２学年

個人面談や日々の声掛けを通じて、時、場所、状況に応じた発言や行動ができるコミュニケーショ
ン能力の向上を促す。
週末課題や小テストを実施し、学力の向上を図りながら、インターンシップやオープンキャンパス
への参加およびその内容をまとめて発表することで進路目標を明確に持たせる。
総合的な探究の時間を通じて、興味・関心をテーマに調べ学習を行うことでテーマをより深く考え
自分自身の答えを導く姿勢を身に付けていく。また、発表することで地域に貢献する力や異文化へ
の関心を高める。

3.4 3.4

①
学
校
運
営

開かれた学校
づくり

情報の発信

3.8

生徒指導

基本的な
生活習慣

生徒理解

進路指導 主体的な進
路選択能力

教職員の資質
向上

評議員コメント

・｢ドリームニュース｣やホームページを見て、学校での様子や今後の予定がよくわかりやすいです。進路も毎年かたよらず広範囲に選択しているようなので、先
生方が多様な情報提供しているからなんだと思います。

・先生方が少ない中でもしっかり情報発信や指導をされている。

3

特別活動等

③
課
題
教
育
等

3

②
教
育
課
程

確かな学力の
育成

基礎基本
の定着

・情報教育について生徒ひとりひとりの意識を高めることが今はとても大切かと思うので、情報モラルについての講演会開催など、とても役だったと思います。

・地域や保護者に向けての情報の発信はとても丁寧だと思います。進路指導についても熱心な先生方のサポートが生徒の意識を高めているように思います。

・基礎学力の向上にもしっかり取り組まれているようである。

・授業中の説明や質問等わかりやすいと高い%なのに、｢わかる、出来る｣は%下がるんですね。

・行事も色々あり卒業まで楽しみながら学べてとても良かったのではと思います。

・いろいろな取り組みで意識の向上が、図られているようである。


